
は
鑑
定
し
、
こ
れ
は
残
後
の
仏
事
を
書
遺
し
た
一

〇
ケ
条
の
う
ち
、
コ
、
終
焉
在
所
事
」
な
ど
三

ケ
条
の
み
遺
っ
て
い
る
珍
ら
し
い
文
書
と
し
て
い

る
。　

旧
目
録
の
第
十
八
よ
り
第
二
十
ま
で
の
雑
文
書

の
分
類
は
、
そ
の
後
に
文
書
の
出
入
り
な
ど
あ
っ

て
配
列
な
ど
新
し
く
考
慮
し
大
略
は
時
代
別
と
し

て
雑
文
書
篇
と
し
、
明
か
に
大
乗
院
に
関
係
な
き

文
雷
は
省
き
新
出
三
点
を
含
め
て
三
五
点
に
整
理

し
一
括
し
て
い
る
。
「
興
福
寿
東
郷
氷
室
前
関
係

文
書
」
は
、
天
治
二
（
一
＝
一
五
）
年
の
敷
地
・

家
地
の
売
券
・
譲
状
・
直
壁
請
取
状
五
通
で
、
興

福
寺
文
書
と
し
て
最
古
の
も
の
に
属
す
る
。
永
正

十
七
（
一
五
二
〇
）
年
と
推
定
す
る
三
月
十
一
日

付
大
乗
院
あ
て
三
条
西
実
隆
自
筆
書
状
一
幅
が
あ

り
、
ま
た
新
出
の
襲
文
面
に
明
応
二
（
一
四
九
三
）

年
と
こ
れ
も
推
黙
す
る
三
月
二
十
七
日
付
一
条
冬

良
自
筆
書
状
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
成
籔
堂

文
庫
に
は
一
万
点
に
も
達
す
る
と
い
う
未
整
理
の

ま
ま
の
近
世
文
書
が
あ
り
、
こ
の
調
査
に
着
手
し

て
見
出
さ
れ
た
大
乗
院
関
係
の
中
世
文
書
六
点
を

新
出
拾
遺
文
書
集
の
題
下
に
補
遺
と
し
て
収
め
た
。

　
な
お
、
番
外
篇
と
し
て
、
大
乗
院
文
書
以
外
の

文
書
で
調
査
の
過
程
で
差
隠
し
た
学
術
的
資
料
と

し
て
優
れ
た
文
書
三
点
を
付
録
に
し
た
。
「
仁
和

寺
寛
性
灌
頂
記
」
は
南
北
朝
時
代
の
写
本
で
裏
文

書
が
二
五
通
あ
り
、
中
に
御
子
左
（
ご
条
）
為
世

自
筆
消
息
二
通
が
あ
る
。
「
激
頂
型
名
永
仁
写
本
」

は
空
海
の
灘
頂
暦
名
の
鎌
倉
落
話
の
写
本
で
あ
る

が
、
神
護
寺
蔵
の
空
海
筆
「
灌
頂
屠
名
」
（
草
稿

本
と
み
ら
れ
る
）
を
研
究
す
る
う
え
に
好
資
料
と

な
ろ
う
と
評
価
し
て
い
る
。

　
本
書
は
編
著
者
の
日
本
古
文
書
学
に
対
す
る
造

詣
深
い
学
識
に
即
し
て
、
文
書
の
形
態
寸
法
を
詳

し
く
示
す
と
と
も
に
、
筆
蹟
に
よ
る
審
写
年
代
を

推
定
注
記
し
、
ま
た
諸
文
書
間
の
脈
絡
関
係
な
ど

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
旧
目
録
に
欠
け

て
い
た
紙
背
文
書
を
裏
文
書
と
し
て
精
細
に
調
査

収
載
し
た
。
諸
文
書
に
つ
い
て
そ
の
書
き
だ
し
の

部
分
を
示
し
て
該
文
書
の
内
容
性
格
の
一
端
を
披

陳
し
、
学
術
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
や
特
に

裏
文
書
は
努
め
て
活
字
化
し
て
収
載
し
、
ま
た
図

版
を
多
く
か
か
げ
て
い
る
。
解
題
中
に
は
利
用
者

に
役
立
つ
よ
う
に
、
関
係
諸
資
料
を
も
授
用
し
て
、

そ
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
前
述
し

た
諸
篇
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
た
若
干
の
例
は
、

編
著
者
に
準
拠
し
て
恣
意
的
に
そ
の
一
端
を
選
ん

で
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
編
著
者
は
高
齢
で
は
あ

る
が
、
さ
ら
に
近
世
文
書
調
査
に
着
手
さ
れ
る
と

聞
く
。
そ
の
完
了
を
期
待
し
た
い
。

（
A
五
絃
　
上
五
七
六
頁
　
一
九
八
五
年
七
月
　
下

五
三
三
頁
　
一
九
八
七
年
七
月
　
（
財
）
石
川
文
化
事

臨果

熬
c
お
茶
の
山
小
図
書
館
　
各
　
六
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
小
葉
田
淳
　
京
都
大
学
名
誉
良
馬
）

京
都
部
落
史
研
究
所
編

『
京
都
の
部
落
史
』
史
料
近
代
編

　
京
都
群
落
史
研
究
所
が
刊
行
中
の
『
京
都
の
部

落
史
』
全
一
〇
巻
（
編
集
委
員
は
井
上
清
・
上
田

正
昭
・
奈
良
本
辰
也
・
原
田
伴
彦
・
渡
部
徹
の
五

氏
）
は
、
う
ち
第
三
巻
よ
り
第
九
巻
ま
で
の
七
巻

を
史
料
編
に
妾
て
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
編
の
刊

行
も
、
第
五
巻
「
近
世
2
」
を
残
す
の
み
と
な
っ

た
。
予
定
で
は
、
史
料
編
完
結
後
、
第
一
〇
巻
の

「
年
表
」
（
す
で
に
稿
本
は
で
き
あ
が
っ
て
い
る
）
、

そ
し
て
第
一
巻
「
前
近
代
」
・
第
二
巻
「
近
現
代
」

の
部
落
史
の
記
述
へ
と
、
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
的
な
部
落
史

関
係
史
料
集
と
し
て
は
、
部
落
問
題
研
究
所
編

『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
資
料
編
全
三
巻
、
渡
部

徹
・
秋
定
嘉
和
編
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
資
料

集
成
』
全
五
巻
（
三
一
書
下
）
、
原
田
伴
彦
・
渡

部
・
秋
定
編
『
近
代
部
落
史
資
料
集
成
』
全
一
〇

巻
（
三
一
書
本
、
刊
行
中
）
が
あ
り
、
ま
た
地
方
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介門

別
の
史
料
集
と
し
て
、
愛
媛
県
・
三
重
県
な
ど
の

も
の
が
存
在
す
る
と
は
い
え
、
一
山
（
あ
る
い
は

都
・
県
）
単
位
で
、
古
代
か
ら
近
代
に
わ
た
っ
て
、

こ
れ
だ
け
の
史
料
集
1
そ
し
て
年
蓑
・
研
究

一
…
を
刊
行
す
る
と
い
う
企
て
は
初
め
て
で
あ
る
。

部
落
史
に
お
い
て
京
都
の
も
っ
て
い
る
位
置
と
い

う
も
の
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
必
要
と
さ
せ
、
ま

た
可
能
に
さ
せ
た
こ
と
は
語
口
う
ま
で
も
な
い
。
昨

年
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
中
の
近
代
史
料
編
全
三
巻
が
、

完
結
を
見
た
こ
と
で
も
あ
り
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

こ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
、
各
巻
が
扱
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
が
、

第
一
巻
は
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
九
〇
七
年
ま
で
、

第
二
巻
は
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
、

第
三
巻
は
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
、

と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
八
年
を
区
切
り
と
し
た

の
に
は
、
間
年
の
第
二
次
桂
内
閣
の
成
立
、
そ
の

も
と
で
の
「
戊
申
詔
書
」
発
布
・
地
方
改
良
運
動

開
始
に
と
も
な
う
部
落
改
善
政
策
の
本
格
化
と
い

う
点
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
区
切
り

で
あ
る
一
九
二
二
年
が
、
全
国
水
平
社
結
成
の
年

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
次
に
、
各
巻
の
構
成
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
参

考
ま
で
に
括
弧
内
に
収
録
史
料
点
数
を
記
し
て
お

く
。
な
お
、
各
巻
の
賢
頭
に
は
＝
二
百
ハ
ほ
ど
の
簡

潔
な
「
概
説
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

師
岡
佑
行
・
白
石
正
明
・
秋
定
嘉
和
の
各
氏
が
執

筆
さ
れ
て
い
る
。

近
代
一
　
（
鮪
弟
山
ハ
巻
）

　
近
代
部
落
問
題
の
形
成

　
　
　
政
治
支
配
に
み
る
部
落
問
題
（
七
三
）

　
　
　
法
令
に
み
る
生
活
の
諸
相
（
四
六
）

　
解
放
運
動
の
芽
ば
え

　
　
　
自
主
的
改
善
運
動
の
出
発
（
六
五
）

　
　
　
差
別
反
対
の
と
り
く
み
（
五
二
）

　
生
活
の
諸
相
と
差
別
…

　
　
　
生
活
に
み
る
部
落
問
題
（
一
〇
〇
）

　
　
　
仕
事
に
み
る
部
落
問
題
（
七
五
）

　
　
　
貧
困
と
の
た
た
か
い
（
六
三
）

　
教
育
と
文
化
の
動
向

　
　
　
近
代
教
育
と
部
落
（
七
八
）

　
　
　
部
落
改
善
の
論
議
（
一
一
）

　
　
　
近
代
社
会
と
信
仰
（
七
四
）

近
代
二
（
第
七
巻
）

　
近
代
部
落
問
題
の
展
開

　
　
　
改
善
事
業
の
着
手
と
整
備
（
七
四
）

　
　
　
部
落
改
善
運
動
の
展
開
（
一
〇
八
）

　
解
放
運
動
の
胎
動

　
　
　
差
別
反
対
の
と
り
く
み
（
三
八
）

　
　
　
米
騒
動
と
部
落
（
九
四
）

　
生
活
の
諸
絹
と
差
別

　
　
　
生
活
に
み
る
部
落
問
題
（
五
八
）

　
　
　
仕
事
に
み
る
翻
落
問
題
（
七
六
）

　
　
　
貧
困
と
の
た
た
か
い
（
五
六
）

　
教
育
と
文
化
の
動
向

　
　
　
部
落
と
教
育
（
八
六
）

　
　
　
部
落
改
善
の
論
議
（
三
一
）

　
　
　
宗
教
と
文
化
の
諸
相
（
六
三
）

近
代
三
（
第
八
巻
）

　
融
和
行
政
の
確
立
と
動
揺

　
　
　
融
和
体
制
の
整
備
（
六
二
）

　
　
　
融
和
事
業
の
展
開
（
七
三
）

　
　
　
融
和
運
動
の
本
格
化
（
九
一
）

　
水
平
社
運
動
の
成
立
と
発
展

　
　
　
水
平
社
の
活
動
（
九
七
）

　
　
　
差
別
糾
弾
の
と
り
く
み
（
四
五
）

　
　
　
社
会
運
動
と
の
連
帯
（
四
三
）

　
恐
慌
と
戦
争
下
の
生
活

　
　
　
生
活
に
み
る
部
落
問
題
（
三
七
）

　
　
　
仕
事
に
み
る
部
落
問
題
（
二
九
）

　
教
育
と
文
化
の
動
向

　
　
　
部
落
と
教
育
（
五
二
）

　
　
　
解
放
と
融
和
の
論
説
（
一
五
）

　
　
　
宗
教
と
文
化
（
五
一
）

159．　（661）



　
以
上
の
ご
と
く
、
各
巻
と
も
四
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
政
治
・
行
政
」
「
部
落

民
自
身
の
動
き
」
「
生
活
実
態
」
「
教
育
・
文
化
・

宗
教
」
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら

も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
史
料
集
の
特
徴
は
、

「
日
常
生
活
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
の
収

録
に
力
点
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
部

落
史
の
研
究
自
体
が
、
従
来
の
運
動
中
心
の
そ
れ

か
ら
、
部
落
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
は
近
代
社
会
全
体
と
の
関
わ
り

で
部
落
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
方
向
に
進
み
つ

つ
あ
る
現
状
を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ

う
。
実
際
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
を
通

覧
す
れ
ば
、
部
落
史
に
関
す
る
幾
多
の
テ
ー
マ
が

念
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
た
と
え
ば
、
「
近
代
一
ご

で
は
、
「
柳
原
矯
風
会
」
な
ど
の
改
善
団
体
、
青

年
団
組
織
、
ま
た
ト
ラ
ホ
ー
ム
・
コ
レ
ラ
・
天
然

痘
な
ど
の
疾
病
・
衛
生
問
題
、
人
力
車
夫
や
屠
場

な
ど
の
産
業
・
労
働
問
題
、
策
亜
慈
恵
会
な
ど
の

医
師
に
よ
る
部
落
と
の
関
わ
り
、
夜
学
校
を
始
め

と
す
る
教
育
の
問
題
、
さ
ら
に
そ
れ
と
も
関
わ
り

を
も
つ
部
落
内
の
講
の
問
題
な
ど
な
ど
、
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
く
な
ら
ば
、

近
代
部
落
の
歴
史
像
、
さ
ら
に
は
近
代
日
本
の
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

会
費
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
豊
か
に
な
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
私
も
す
で
に
こ
れ
ら
の
史
料
の
一
部
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
い
ま
だ
充
分
な
利
用

と
は
言
え
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料

に
も
と
つ
く
第
一
・
二
巻
の
研
究
編
に
は
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
巻
で
都
合
一
九
〇
〇
点
余
り
に

わ
た
る
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「
収
拾

し
た
史
料
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
し
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
巻
末
尾
に
は
採
録
さ
れ
た

史
料
原
典
名
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
料

の
収
集
と
整
理
に
は
多
大
の
労
力
と
年
月
と
が
か

け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
た
と

え
ば
、
「
京
都
府
庁
文
書
」
関
係
で
は
、
約
二
万

点
の
行
政
文
書
の
中
か
ら
五
年
の
歳
月
を
か
け
て

史
料
調
査
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
醤
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
史
料
を
も
と
に
、
「
本
巻
を

編
集
す
る
う
え
で
の
方
法
上
の
問
題
」
と
し
て
、

①
「
地
名
・
人
名
を
ふ
く
め
て
、
原
則
と
し
て
原

典
に
忠
実
に
従
っ
た
」
こ
と
、
②
「
新
聞
記
事
、

論
説
、
公
文
書
等
に
は
偏
見
を
う
か
が
え
る
も
の

が
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
載

せ
る
こ
と
と
し
た
」
（
師
岡
氏
概
説
）
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
と
部
落

史
の
史
料
集
に
関
す
る
限
り
、
極
め
て
大
き
な
決

断
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
こ
の

史
料
集
の
価
値
は
大
き
く
高
め
ら
れ
て
い
る
と
雷

っ
て
よ
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
編
集
責
任
に
あ

た
ら
れ
た
師
岡
氏
は
、
あ
く
ま
で
「
部
落
の
全
体

を
示
す
」
こ
と
に
意
義
を
見
賜
さ
れ
、
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
読
み
取
る
上
で
、
「
従
来
の
部

落
史
認
識
の
枠
組
を
越
え
」
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
関

し
て
具
体
的
に
コ
メ
ン
ト
す
る
だ
け
の
用
意
は
な

い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
こ
の
史
料
集
が
有

効
に
利
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
部
落
史
の
科
学
的
解

明
と
そ
れ
を
通
じ
て
の
部
落
問
題
の
解
決
に
資
す

る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ま
た
そ
れ
だ
け
の
価
値
を

も
っ
て
い
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
後
刊
行
予
定
の
「
年
裏
」
に
対

し
て
ひ
と
つ
希
望
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、

ぜ
ひ
年
表
の
事
項
と
史
料
集
収
録
史
料
と
の
間
の

関
連
が
明
か
と
な
る
よ
う
な
便
宜
を
は
か
っ
て
も

ら
い
た
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
本
史
料

集
の
構
成
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
各
分
野
別
構
成

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
年
表
の
方
で
各

史
料
間
の
汐
時
的
関
連
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
私
の
よ
う
な
怠
惰
な
研
究
者
の
必

要
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
「
だ
れ
で
も
読
め
る

史
料
集
を
め
ざ
し
て
」
い
る
本
史
料
集
の
性
格
上
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必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
紹
介
と
い
う
よ
り
も
感
想
め
い
た
こ
と

を
書
き
連
ね
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
集
が
、

部
落
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
近
代
史
全
体
に

関
心
を
も
つ
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
私
自
身
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
中
で
、
本

史
料
集
を
さ
ら
に
つ
っ
こ
ん
だ
形
で
利
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
（
序
論
ハ
巻
一
九
八
四
年
一
　
言
月
　
　
第
七
巻
｝
九
八

　
　
五
年
九
月
　
第
八
巻
一
九
八
七
年
三
月
　
阿
妻
子

　
　
各
八
九
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
栄
樹
　
京
都
大
学
研
修
員
）

リ
チ
ャ
…
ド
・
J
・
エ
ヴ
ァ
ソ
ズ
編

望
田
幸
男
・
若
原
憲
和
訳

『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
暗
代
の

ド
イ
ツ
ー
下
か
ら
の
社
会
史
一
』

　
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
統
領
の
例

を
見
る
ま
で
も
な
く
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
負
の
遺
産

は
、
と
り
わ
け
西
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
現
在
も
な

お
重
く
の
し
か
か
る
問
題
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
ナ
チ
ズ
ム
を
ド
イ
ツ
の
歴
史
の
な
か
に

ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
は
、
ひ
と
り
歴

史
学
界
ば
か
り
で
な
く
、
し
ば
し
ば
政
治
や
マ
ス

コ
ミ
を
巻
き
こ
む
論
争
に
発
展
し
て
き
た
。
最
近

も
ナ
チ
ズ
ム
の
相
対
化
を
め
ぐ
る
、
　
い
わ
ゆ
る

「
歴
史
家
論
争
〕
が
注
目
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
一
九
八
○
年
代
初
め
に
起
き

た
ド
イ
ツ
「
特
有
の
道
」
論
争
は
、
ド
イ
ツ
近
現

代
史
を
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
結
果
と
結
び
つ
け
て
解

釈
す
る
歴
史
像
と
方
法
を
ひ
と
つ
の
争
点
と
す
る

国
際
的
な
論
争
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
史
を
ナ
チ
ズ

ム
の
影
か
ら
い
っ
た
ん
解
放
す
る
と
い
う
、
見
方

に
よ
っ
て
は
た
い
へ
ん
微
妙
な
論
点
を
含
む
こ
の

論
争
は
、
外
国
人
研
究
者
が
そ
の
火
付
け
役
と
な

っ
た
こ
と
で
も
関
心
を
集
め
た
。
す
な
わ
ち
イ
リ

…
と
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後

世
代
の
ド
イ
ツ
史
家
に
よ
る
『
現
代
歴
史
叙
述
の

神
話
』
が
そ
れ
で
あ
り
、
彼
ら
の
批
判
は
ヴ
ェ
ー

ラ
ー
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
社
会
史
『
歴
史
と
社

会
』
誌
派
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　
本
書
は
こ
の
両
名
を
含
む
イ
ギ
リ
ス
の
若
手
史

家
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
退
陣
後
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ー

繊
の
時
代
と
取
り
組
み
、
そ
の
再
解
釈
を
め
ざ
し

た
論
文
集
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
史
研
究
に
新
風
を
吹

き
込
み
つ
つ
あ
る
彼
ら
の
発
想
と
方
法
の
原
点
を

知
る
上
で
、
本
書
は
た
い
そ
う
興
味
深
い
も
の
で

あ
る
。
原
著
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
七
八
年
で
、

「
特
有
の
道
」
論
争
が
始
ま
る
二
年
前
に
あ
た
る
。

当
時
導
入
の
執
筆
者
は
（
本
書
で
は
こ
の
う
ち
八

人
の
論
文
が
紋
め
ら
れ
て
い
る
）
、
い
ず
れ
も
三

〇
歳
前
後
の
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
編
者
の

エ
ヴ
ァ
ソ
ズ
は
、
今
で
は
毎
年
英
独
社
会
史
家
の

セ
ミ
ナ
…
を
組
織
し
、
そ
の
成
果
を
次
々
と
世
に

送
り
だ
し
て
い
る
社
会
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
愚
輩
は
ま
だ
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運

動
に
関
す
る
博
士
論
文
を
公
刊
し
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
だ
が
彼
の
女
性
史
研
究
は
、
『
歴
史
と
社

会
』
誌
派
を
含
め
て
西
ド
イ
ツ
学
界
の
関
心
を
呼

び
趨
こ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
ず
か
に
書
評
一
本

が
書
か
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
す
れ
違
い
は

英
・
独
社
会
史
の
関
心
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
違
を

見
審
に
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
幸
い
に
も
エ
ヴ
ァ
ソ
ズ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て

書
き
下
さ
れ
た
こ
の
論
集
は
、
執
筆
者
の
予
想
を

上
回
る
反
響
を
呼
び
、
今
度
は
西
ド
イ
ツ
に
お
い

て
も
注
鼠
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
に
は

「
下
か
ら
の
社
会
史
」
と
い
う
忘
憂
な
主
張
を
掲

げ
、
そ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
史
に
は
な
い
新
鮮
な
視

角
と
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
提
供
し
た
の
が
読
者
の

心
を
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
は
伝

統
史
学
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
た
ち
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